
　パナソニックは工場全体の業務を最適化する製造オペレーションマ
ネジメントシステムを提供する。従来から製造業向けに展開する実装
機に加え、最適なスケジューリングによって製造リードタイムを短縮
する生産スケジューラや各種デバイスを活用した在庫管理から進捗管
理、生産の全工程をトレースしてKPIやKGIを可視化するソリューショ
ンまで、昨今のIoTをキーワードに大きく革新が進むモノづくりの現
場をトータルでサポートする。
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顧客密着型体制のB2B事業

　パナソニックが2017年4月1日付で設立した社

内分社のコネクティッドソリューションズ社は、

「流通・物流」「エンターテイメント」「パブリック」「航

空」「製造」の5つの重点事業領域で、顧客密着型

体制によるB2Bソリューション事業の中核を担っ

ている。その中で製造業向けにはプロセスオート

メーション事業部が専門部隊として設立され、実

装機をはじめとするファクトリーオートメーション

にIoT関連の技術を組み合わせて、モノづくりをワ

ンストップで支援する新たなソリューションを提

供している。

　中国はパナソニックが展開するファクトリーオ

ートメーションの主戦場として、従来から販売す

る実装機を中心に高性能な設備機器で豊富な実績

を持つ。だが、昨今はIoTやM2Mなどの新たな技

術の活用によって、そのモノづくりの現場が大き

く変わろうとしている。

　「これまでは設備単体の販売や保守を通じて製

造業のお客様のビジネスを支えてきましたが、今

後は自動化や省人化をはじめとする“工場全体の

業務を丸ごと最適化する総合フロアマネジメント”

を提供することが重要だと考えています。直接の

お客様のモノづくりの支援を通じて、さらにその

先のお客様の満足を高められるパートナーを目指

していきます」と、松下電器機電（中国）の新村太

志・FA事業所所長は説明する。

　ハードウェアを中心とする自前の製品に加え、

製造業向けのソフトウェアを展開する多様なITベ

ンダーと協業し、さらに世界各国の300を超える

自社の製造拠点で培ってきた工場フロア全体の生

産効率を向上するノウハウを結集して生れたのが、

パナソニックの製造オペレーションマネジメント

システムだ。

工場全体を最適化するMOM

　ドイツ発のインダストリー4.0を皮切りに、「中

国製造2025」が政策として推進される中国にお

いても、産業のデジタル化を通じてモノづくりの

現場は新たな時代に突入しようとしている。それ

に伴い、従来のERPや製造実行システム（MES）

による生産プロセスの部分的な管理レベルに重

点を置いたマネジメントから、新たに入出庫や在

庫なども含めた製造のバリューチェーン全体のオ

ペレーションを管理する製造オペレーションマネ

ジメント（MOM＝Manufacturing Operations 

Management）に転換する必要に迫られている。

新村氏の言葉を借りれば、まさに“工場全体を最

適化する”ソリューションだ。「IoTやM2Mといっ

た新しい技術によって、例えば設備間でデータを

やり取りすることで生産計画の変更に伴う指示や

不良品が発生した際のトレーサビリティなどを自

動化し、工場全体の生産性を格段に高めることが

できます」（新村所長）。

　パナソニックの製造オペレーションマネジメン

トシステムは、そのために必要な計画と製造の

それぞれのプロセスにおける情報とモノの流れを

統合的に管理する。具体的な構成要素には、①

MOMの導入に向けた構想策定と合意形成、②課

題に対する業務改善と最適な自動化設備による自

動化・省人化、③製造現場の各種実績の収集と

現場・現物の管理、④製造リードタイムの短縮に

よる在庫削減や多品種少量生産への対応、⑤全

工程のフルトレースによるKPIの可視化がある。

　まず、①では現状の把握と実際にMOMシステ
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ムを導入・運用することで実現する経営目標を明

確にし、全体の構想や計画を策定する。プロジェ

クトの規模が大きくなる可能性が高いMOMの導

入や運用の定着化には、「明確なゴールを設定し、

段階的な導入と運用を計画し、その投資対効果を

しっかりと認識することが重要」だと松下電器機

電（中国）の葉軍・FA事業所自動化事業推進部部

長は強調する。その計画と対になるのが、②の導

入・運用後に継続的な業務改善に取り組む「I.E.活

動」（I.E.＝Industrial Engineering）だ。「潜在的な

課題や顕在化した課題に対して、そのボトルネッ

クを追究し、具体的な業務の改善策を実行し、継

続的な生産効率の向上を実現します」（葉部長）。

　こうしたコンサルティングに通じる部分は、ま

さにパナソニックが自社の製造拠点で培ってきた

長年の経験と、グローバルで多くの製造業に対し

て適切なファクトリーオートメーションや多様なソ

リューションを提供してきた豊富な実績に裏打ち

されている。

スケジューリングが不可欠

　③製造現場の各種実績の収集と現場・現物の

管理は、MESやIoTの領域だ。なかでも、実装ソ

フトウェア「PanaCIM-EE」や総合ライン管理シ

ステム「iLNB」といったパナソニック独自の実装

ラインの制御から情報収集、実装フロア全体の効

率的な管理を実現するソリューションは、IoTや

M2Mといったキーワードで機運が高まる設備や工

場全体の自動化を実現する。加えて、既存のPLC

やシーケンサを活用することで工場内の多種多様

な設備から情報を収集するIoT活用の仕組みから、

在庫・生産進捗・完成品などを管理するMES、

またBeaconなどのデバイスを活用して工場内の

人やモノの動きを収集し分析する動線・所在管理

も提供している。

　そして、ここにきて特に顕著なニーズが、④製

造リードタイムの短縮による在庫削減や多品種少

量生産へ対応するためのスケジューリングだとい

う。「従来の大量生産から昨今の多品種少量生産、

さらには個別受注生産へと変化する顧客の要望に

応えるにはスケジューリングが必要不可欠です。

しかし、実際には生産現場の属人的な経験に頼っ

ているケースが少なくありません」と葉部長は状況

を説明する。加えて、「IoT活用で様々なデータを

収集して業務改善に役立てようとしても、その実

績値が基準値と一体どれくらい差があり、またボ

トルネックがどこにあるのかは、そもそも最適なス

ケジューリングがなければ分からない」と話す。

　パナソニックの製造オペレーションマネジメン

トシステムでは、アスプローバ社の生産スケジュ

ーラ「Asprova APS」※を提供し、こうした課題を

解決する。Asprova APSは、必要なパラメータ

の設定だけで独自のロジックによって生産スケジ

ュールを作成・運用できるため、生産現場でも容

易に利用できる。しかも、パナソニック自体が多

くの自社工場で活用している豊富な経験から、パ

ラメータに必要なデータの様々なノウハウやテン

プレートの提供も可能だ。

　最後の⑤全工程のフルトレースによるKPI

の可視化では、ウイングアーク社のBIツール

「MotionBoard」※を活用し、生産現場から収集し

た様々な情報をリアルタイムで「見える化」する。

Asprova APSで策定した生産計画との差異やKPI

評価、また課題を可視化し、その情報からさらに

業務改善のアクションにつなげる循環を生むこと

ができる。

　「IoTという言葉だけがもてはやされていますが、

実際は何から始めてよいのか分からないお客様が

多い。パナソニックは自社が製造業であるノウハ

ウを生かし、中国国内に構える14拠点のサポート

体制で“Fit in China”を合言葉に現地で調達し

たソリューションをご提供し、グローバルな日系

製造業の中国拠点のモノづくりをトータルでサポ

ートします」（葉部長）。

　生産スケジューラのAsprova APSはグロ

ーバルで約2400サイトを超える導入実績が

あり、ここ中国では日系に加え、最近では中

国系の製造業の利用も増加しています。受注

から製造、購買までのスケジューリングを最

適化し、短期・中期・長期の生産計画をひと

つのモジュールで実現できるため、製造リー

ドタイムの短縮や在庫削減、販売機会の損失

ロスの防止、最適な人員配置などが可能とな

ります。顧客の納期変更の要望に対してはも

ちろん、現場で発生するイレギュラーな事態

に対しても、リスケジューリングによって納

期への影響を把握し、次に必要なアクション

を明確に示すことができます。

　製造業のIoT活用が話題となっていますが、

設備や工程進捗など様々なデータを収集する

だけでは決して十分とは言えません。この現

実空間である製造プロセス、つまりMESの

領域から取得した実績を、シミュレーション

空間であるAPS（Advanced Planning and 

Scheduling System）にフィードバックし、

そこで生産計画に関するあらゆる制約条件を

再現してリスケジューリングする。そして受

注や在庫、マスタ情報の管理を司るERPと

連携しつつ、MESに指示する。この体系が

非常に重要なのです。多様なデータをもとに、

より最適な生産計画を策定し、製造プロセス

における生産性を改善する。生産スケジュー

ラはその循環を生むブレーンというわけです。

　現在、多くの製造業がIoTによって生産効

率の向上を図ろうとしています。そうしたな

かで、生産スケジューラ単体ではなく、パナ

ソニック社の製造オペレーションマネジメン

トのような全体最適を実現するシステムの一

構成要素となることで、お客様にご提供する

価値を最大化できると考えています。
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IoT活用のカギは生産の最適なスケジューリング
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